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⑧医療分野の情報化の推進                           ７．８億円 

電子カルテ導入等の医療分野の情報化の推進や遠隔医療の設備整備に対する

支援による地域医療の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

（３）医師等と患者・家族の協働の推進                    ４．９億円 

医師等と患者・家族との相互理解を推進するため、相談員を育成することなどにより、

医療機関内の相談機能を充実させる。また、軽症患者による夜間の救急外来利用の

適正化などに関する普及啓発等を行う。 

 
（４）住み慣れた地域や家庭で療養が受けられる体制の充実    ４．８億円 

    訪問看護事業所の看護の質の向上及び人材育成等を図るため、管理者に対する研

修等を実施するとともに、居宅での緩和ケアに関する専門研修などを行い在宅医療の

推進を図る。 

 

 

 

（１）新型インフルエンザなど感染症対策の推進             ２２５億円 

①新型インフルエンザ対策の更なる推進                     １４４億円 

プレパンデミックワクチン（鳥－ヒト感染のインフルエンザウイルスを基に製造される

ワクチン）原液の備蓄を進めるとともに、医療機関や保健所等が、医療の提供等で連

携するための協議会の設置、医療従事者に対する訓練・研修等の実施や、検疫所

における水際対策の強化など、新型インフルエンザ対策の更なる推進を図る。 

 

（参考） 平成２０年度第１次補正予算において、国民の４５％分を目指した抗インフ

ルエンザウイルス薬の追加備蓄、ウイルス変異に対応したプレパンデミックワクチン

原液の備蓄、入院医療を担当する医療機関に対する人工呼吸器と個人防護具（Ｐ

ＰＥ）の整備補助、水際対策等に従事する者に必要な感染防護の資器材等の整備、

並びに国立感染症研究所における検体の確定診断の迅速化に必要な機器整備

及び施設改修を実施する。（４９１億円） 

 

②新興・再興感染症対策に関する研究の推進                   ２６億円 
     パンデミックワクチン（新型インフルエンザが発生した場合に、そのウイルスを基に

製造されるワクチン）の早期確保を図るための研究など、新興・再興感染症対策に関

する研究を推進する。 

２ 感染症・疾病対策の推進            ２，１３９億円（２，０２６億円） 

（参考）平成２０年度第２次補正予算案において、地域における医療連携を推進する

ため、電子カルテルシステムを導入した地域の中心的役割を果たしている医療機

関と周辺地域の医療機関間において、診療情報の共有・蓄積等を推進するため

に必要な機器・ソフトウェアの等の経費を助成する。（３．８億円） 


